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たいへん魅力のある歌舞伎の映画が出来ました。なんにせ、歌舞伎という芝居は、様式と色彩の美が

群を抜いていますので、カラー映画は、よくその魅力を捕え、その威力を発揮することができます。そ

れに、舞台とはちがって、映画は、ぐっと自分の方へ舞台をいちだんとリ|きつける力をもっていますの

で、舞台とはまたちがった大写しの魅力を発揮します。これで歌舞伎の大きな魅力の一つでもある役者

の芸を拡大してみせる力があるわけです。

短い時間で、歌舞伎の柿類や技術や性質をすべて紹介してみせるというわけにはいきませんが、歌舞

｜伎の美の拠っているところは、よく捕え得ているといえましょう。
歌舞伎は、江戸時代の大衆が生み育てたユニークな様式を完成した演劇です。音楽劇であり舞踊劇で

あ')、セリフ劇でもあるわけで、様式とリアリテイを同時に、1面l舞台の上でみることができ、それを時

代物と世話物といった二砿構造で表現します。いわば時代物は史劇であり、冊詰物は現代劇で、その演
ないま

出演技様式にもちがいがあるわけですが、さらに、この時代物と世話物は掬交ぜになってお')、時代の

なかに世話があり、世話のなかに時代があるというように、二つの時間のちがった世界が一つになって、

重なりあい、淘交ぜになっているという構造をもつところに大きな特色があります。

また歌舞伎は、役者の芸が極庇に鑑賞の対象となる演劇であり、役柄の分化発達が「型」というパタ

ーンを生み出し、劇の局面が、類型され、そのバリエーションで組み上げられた演劇として展開しまし

た。役柄の分化は、ユニークな女形の伝統を保持して、これまた大きな歌舞伎の魅力の一つになってお

ります。

また衣裳・篦など、その形と色彩とは、江戸美学に支えられて、すぐ･れた美術品となっており、見物

の見ている前で、それぞれ、形も色も変化するといった素晴しい発想をみせます。「引抜き」といった

レビュー的変化は、照明の貧弱な時代における偉れた発明といわねばな'）ません。おなじ変化でも「ぶ

‘ っ返り」は、人物の性格が変るときに用いられ、また、そのときどきに、それぞれの人物の性質によっ

て髪形も化粧も変化します。

また役者のセリフも、詩的に七五調を唱いあげる調子から、語')の調子になった') 、 日常会話に変っ

たりという変化を、下座音楽の活け殺しの力を借りながら展開することも特色の一つです。
L 〈-さ

また、見物が、役者の仕料やセリフに、かけ声をかけるのも、歌舞伎の饗宴性をもの語るもので、舞
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■解説

I虫特の戸主ナし同

私たちが普通、現代劇やテレビ、ド

るのに、ことさら見方といったものは

舞伎は、私たちが生み出した演劇では

た江戸時代の人たちによって創l)出さ

様式をもって完成されているだけに、

らず時代的な違和感があって、それが

たげとなっています。こうした障害を

対する、観賞の手引といったものが必

観賞ではなく、歌舞伎のもつ本質にも

ならば、この演劇のもつ豐穰な内容は

のもつ魅力を、充分堪能させるものを

この映画は、主として歌舞伎の演技

色を、数多くの上演舞台をくりひろげ

歌舞伎の観賞に必要な堆礎的知‘識を伝

のない人にも、歌舞伎への蝿解と親し

ねらいをおいています。

歌舞伎は伝統の中で、代々の衆知と

特殊の表現形式を生み出しています。

するとともに、歌舜伎のもつ絵m'i的あ

にドラマの中に溶解され、そこに他の

を形成しているかを、わか')やすく具

歌舞伎は観容の感性にうったえ、人

せる演劇です。その点、論理的に構築

西洋の近代演劇とは遮った観賞の仕方

女方(おんながた）

美しい髪飾り、金絲

裳、そしてぴ－んと張

……。何百燭の照明に

多くの観客から美の櫓

仰ぎ見られる歌霊伎の

は、永年にわたる役者

幼時からの厳しい芸修

きだ女方によって演じ

シェークスピア演劇や

嘗て活踵しましだが、

として、独特の美しさ

みせる歌霊伎の女方演

分御覧下さい。
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つぎに美しい動作をみ

すべてが美しく、効果

申
§
§
９
１
帖
Ｉ

仁十六

●
ﾓ

蕊
３
１
。
一

語
凸
＄
氏
騨
騨
》
鰹
号

‘
| 万 畷

工

そ

る

減劇にみられない情感の世界

体的に兇せるもので呵一
|川の喜怒哀楽の情を深毒

蕊SN
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きれ、理性に語り

ｼf要求されるでし

舞台は ’奥州安達原」の一場面です。高月の

母親が子供に手を引かれ、親の家の門までたど

りつきますが、勘当の身ゆえ、中へ入れてもら

えません。その親子の演技をみると、浄瑠璃の

語l)と三味線の伴奏にのって、その切々とした

気持が身振りで律動的に表現されるのです。
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「積恋雪関扉」より、上

は関守関兵衛と傾城墨染c

右は峨引き抜き〃後の大

伴黒主と桜の精。 ● ●
'花道(はなみち）

、

客席の奥から舞台へかけ、－

本の長い通路が設けられている。

化粧、扮装をし、華やかな音楽

|このって、自分達のすぐ傍らを

登・退場する役者Iこ対し、観客

の熱い溜息が間こえてくるよう

な歌語伎特有の劇場機構です。

花道(フラワー□ド)という命

名も、いかにも魅惑的なこの演

出ぶりを伝えていて、この映画

でも、そうした演出を駆使して

展開する歌舞伎演技の楽しいシ

ーンが幾つか紹介されていますシ、

身振りだけではなく、せりふのいいまわしにも、歌舞伎特有の調f

があります。「浮世柄比翼稲典」では、両花道を用い、互いに七五調

の耳に快い美文を受け渡す「わた')ぜ')ふ」が、見せ場となってい

ます。さらに演技のリズム化を助けるために「ツケ」という特殊な卉

響効果が、たくみに取り入れられ、演技を引き立たせています。

「菅原伝授手習鑑」の寺小屋の場面。身替りになったわが子の首実

験をする松王丸。歌舞伎には、こうした義理と人情との葛藤をドラマ

にしたものが少<ありません。義理が人情の流れをせきとめようとす

るところに、一層人間の情愛が高揚されて、胸をうつのです。
だいもつっFン

「裳繩千本桜」の大物浦の場。深手を追った平知盛は、平家滅亡の

戦闘のすさまじさを粘いっぱいの身振りで表現します。 後に錠を巻

いて海に身をなげる舞台は、悲壮美そのものです。

「天衣紛上野初花」では、御家人くずれの[尚次郎が、追手の目をの

がれ、ひそかに愛人三千歳に会うという、情緒あふれる場面が展開さ

れます。浄瑠璃滴元の粋にくだけた語り、磨きぬかれた伝統の演技は

歌舞伎の美しさとその情感の世界を、みごとにドラマ化して見せてく

れます。
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隈取り（＜まどり）

「荒事（あらごと）は素

足の方が強く見える。七つ

八つの子供の真似をするが

よい」と云われる歌舞伎の

荒事演技は､曽我五郎､花

川戸の助六、景濤などのス

ーパーマン|こ扮し、江戸人

の夢やロマンに応える美と

力の演技です。顔や手足を

紅や墨で隈取り(化粧)し、

力強い髪型や厚綿姿のその

扮装は、そうしたスーパー

スターらしい強さ、美しさ

を誇張する為の素晴らしい

化粧と扮装です。じっくり

御鬘下さい。
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歌舞伎は、－日の演目建ての

中で必ず音楽味豊かで、役者の

律動美や姿態味が存分に味わえ

る舞踊劇を－幕もうけておりま

す。当時の流行唄を再編した長

唄物が叙情的な踊り本位だつだ

のに対し、清元や常盤津、浄瑠

璃を地|こした霊踊劇は、誠に幻

想味震い、劇的な舞台を操広げ

ます｡この映画では､歌語伎を代

表する霊踊劇r関の扉Jのロマ

ン溢れる華麓さをお味わい下さ
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